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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内視鏡洗浄装置と、内視鏡の洗浄内容を決定する管理装置と、を備えた内視鏡洗浄シス
テムであって、
　前記管理装置は、内視鏡検査の予定数から内視鏡の残り洗浄数を導出し、前記内視鏡検
査に使用する内視鏡の本数である使用本数と前記残り洗浄数とを比較し、比較結果にもと
づき使用した内視鏡の洗浄内容を決定する洗浄決定部を備えることを特徴とする内視鏡洗
浄システム。
【請求項２】
　前記洗浄決定部は、前記残り洗浄数が前記使用本数よりも多ければ、前記内視鏡の洗浄
内容として第１の洗浄内容を決定し、前記残り洗浄数が前記使用本数以下となると、前記
内視鏡の洗浄内容として第２の洗浄内容を決定する、ことを特徴とする請求項１に記載の
内視鏡洗浄システム。
【請求項３】
　前記洗浄決定部は、前記内視鏡検査の予定数から前記残り洗浄数を設定することを特徴
とする請求項１に記載の内視鏡洗浄システム。
【請求項４】
　前記管理装置は、内視鏡の使用状況であるステータス情報を取得するスコープ管理部を
さらに備え、
　前記スコープ管理部が内視鏡の洗浄が開始されたことを検出すると、前記洗浄決定部が
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前記残り洗浄数を１つ減らすことを特徴とする請求項１から３のいずれかに記載の内視鏡
洗浄システム。
【請求項５】
　前記スコープ管理部が内視鏡の洗浄が異常終了されたことを検出すると、前記洗浄決定
部が前記残り洗浄数を１つ増やすことを特徴とする請求項４に記載の内視鏡洗浄システム
。
【請求項６】
　前記洗浄決定部は、検査使用中、検査使用済、洗浄中または洗浄済のステータスが設定
された内視鏡の本数を、内視鏡の使用本数として取得する、ことを特徴とする請求項４に
記載の内視鏡洗浄システム。
【請求項７】
　前記洗浄決定部は、予定されていた１つの内視鏡検査がキャンセルされると、前記残り
洗浄数を１つ減らす、ことを特徴とする請求項１から６のいずれかに記載の内視鏡洗浄シ
ステム。
【請求項８】
　第２の洗浄内容は、漏水検知の工程およびアルコールフラッシュの処理工程を含む一方
で、第１の洗浄内容は、漏水検知の工程およびアルコールフラッシュの処理工程を含まな
い、ことを特徴とする請求項２に記載の内視鏡洗浄システム。
【請求項９】
　前記管理装置は、検査種別に応じた内視鏡の種類ごとに、洗浄内容を管理する、ことを
特徴とする請求項１から８のいずれかに記載の内視鏡洗浄システム。
【請求項１０】
　前記洗浄決定部は、医療施設における１日の内視鏡検査の予定数から、前記医療施設に
おける１日の前記残り洗浄数を導出する、ことを特徴とする請求項１から９のいずれかに
記載の内視鏡洗浄システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、内視鏡スコープの洗浄を管理する内視鏡洗浄システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　内視鏡検査に使用された内視鏡スコープは、ただちに洗浄装置で洗浄されて、別の検査
に再使用されることが好ましい。看護師等の洗浄スタッフは、使用済みの内視鏡スコープ
を洗浄装置の洗浄槽にセットし、洗浄工程のプログラムを選択して洗浄を開始する。洗浄
スタッフは、１日の最後に洗浄する際には、通常の洗浄工程に、スコープの漏水チェック
の処理工程と、アルコールフラッシュの処理工程を加えたプログラムを選択して、内視鏡
スコープを洗浄し、内視鏡スコープの洗浄が終了すると、その内視鏡スコープを保管庫に
保管する。
【０００３】
　特許文献１は、内視鏡スコープをスケジュール情報により管理し、内視鏡による検査が
その日はもう最後であることが分かった場合に、漏水検査が終了した後に、ボタン表示画
面にアルコールフラッシュの処理を追加して、例外処理モードの表示とする内視鏡洗浄機
管理システムを開示する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２０１０－１７４１１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
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　特許文献１に開示されるように、個々の内視鏡スコープの使用予定を管理していれば、
内視鏡スコープの洗浄前に、その内視鏡スコープにもう検査が割り当てられていないこと
が分かるため、１日の最終洗浄時に実行するアルコールフラッシュの処理を漏水検査の終
了後に表示できる。しかしながら複数本の内視鏡スコープを使用して、同時に複数の検査
室で内視鏡検査が行われるような医療施設においては、個々の内視鏡スコープにスケジュ
ール情報を設定するよりも、洗浄が終了した順に、内視鏡スコープを再使用していく方が
効率的なこともある。たとえば、検査が予定よりも長引いた場合や、使用済みの内視鏡ス
コープが放置されて、洗浄工程がすみやかに行われなかったような場合には、事前に設定
していたスケジュールに狂いが生じるため、個々の内視鏡スコープの使用予定を管理する
よりも、洗浄が終了した順に内視鏡スコープを再使用する方が、迅速に検査を開始できる
という利点がある。
【０００６】
　一方で、個々の内視鏡スコープの使用予定が設定されていなければ、看護師は、使用済
み内視鏡スコープの洗浄開始前に、その内視鏡スコープをもう使用しないかどうか、つま
りは漏水チェックの処理工程と、アルコールフラッシュの処理工程とを追加した洗浄プロ
グラムを選択してよいかどうかを、当日の施設内の内視鏡検査の進行状況をみて判断しな
ければならない。そのため別の看護師に検査状況を確認するなどの情報収集の必要が生じ
、１日の後半には、洗浄の度にそのような手間が発生することとなる。
【０００７】
　本発明はこうした状況に鑑みなされたものであり、その目的は、個々の内視鏡スコープ
のスケジュール情報を利用するのではなく、内視鏡スコープの使用状況を用いて、内視鏡
スコープの洗浄内容を決定する技術を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記課題を解決するために、本発明のある態様の内視鏡洗浄システムは、内視鏡洗浄装
置と、内視鏡スコープの洗浄内容を決定する管理装置とを備える。管理装置は、内視鏡検
査の予定数と、検査に使用する内視鏡スコープの本数とを用いて、使用した内視鏡スコー
プの洗浄内容を決定する洗浄決定部を備える。
【０００９】
　なお、以上の構成要素の任意の組み合わせ、本発明の表現を方法、装置、システム、記
録媒体、コンピュータプログラムなどの間で変換したものもまた、本発明の態様として有
効である。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明によれば、内視鏡スコープの洗浄内容を決定する技術を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】本発明の実施例にかかる内視鏡洗浄システムの構成を示す図である。
【図２】内視鏡スコープのステータス遷移を示す図である。
【図３】洗浄装置の外観構成を示す図である。
【図４】管理装置の機能ブロックを示す図である。
【図５】管理装置による洗浄内容決定処理の詳細を示すフローチャートである。
【図６】洗浄装置の表示パネルに表示されるメッセージ例を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　図１は、本発明の実施例にかかる内視鏡洗浄システム１の構成を示す図である。内視鏡
洗浄システム１は、内視鏡検査における洗浄業務を支援するためのシステムであり、複数
の内視鏡観察装置１０ａ、１０ｂ、１０ｃ（以下、特に区別しない場合には「内視鏡観察
装置１０」と呼ぶ）、複数の洗浄装置１２ａ、１２ｂ、１２ｃ（以下、特に区別しない場
合には「洗浄装置１２」と呼ぶ）、保管庫１４および管理装置２０を備え、それらはＬＡ
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Ｎ（ローカルエリアネットワーク）などのネットワーク２によって相互接続される。本実
施例において、医療施設は、複数の上部用の内視鏡スコープ１６ａ、１６ｂ、１６ｃ、１
６ｄ（以下、特に区別しない場合には「内視鏡スコープ１６」と呼ぶ）を有している。
【００１３】
　１日の内視鏡検査業務が開始される前、内視鏡スコープ１６は保管庫１４に保管されて
おり、看護師などの医療従事者は、保管庫１４から内視鏡スコープ１６を取り出して検査
室に運び、内視鏡観察装置１０に接続する。内視鏡観察装置１０による検査が終了すると
、医療従事者は、使用済みの内視鏡スコープ１６を洗浄装置１２の洗浄槽に入れて洗浄を
行い、洗浄終了した内視鏡スコープ１６を、また検査室に運んで、新たな検査に再使用す
る。本実施例において、内視鏡スコープ１６には、次にどの検査に使用するかなどを定め
たスケジュール情報は設定されておらず、医療従事者は、洗浄が終了した順に、内視鏡ス
コープ１６を、検査予定のある検査室に運ぶ。
【００１４】
　管理装置２０は、洗浄装置１２における洗浄内容を管理し、洗浄装置１２における洗浄
プログラムは、管理装置２０により自動的に設定されることが好ましい。管理装置２０は
、これから洗浄装置１２において洗浄される内視鏡スコープ１６が、再使用されることを
判定すると、洗浄装置１２における洗浄内容を、通常の洗浄工程を行う洗浄プログラムに
自動設定する。一方で管理装置２０は、これから洗浄装置１２において洗浄される内視鏡
スコープ１６が、その日はもう検査に使用されないことを判定すると、洗浄装置１２にお
ける洗浄内容を、通常の洗浄工程に加えて漏水検知の工程およびアルコールフラッシュの
処理工程を含む洗浄プログラムに自動設定する。なお管理装置２０は、内視鏡スコープ１
６の再使用の有無の判定結果に応じて洗浄装置１２の洗浄プログラムを自動設定してもよ
いが、洗浄装置１２の表示画面に、その内視鏡スコープ１６に対して実行するべき洗浄プ
ログラムを示すメッセージを表示してもよい。漏水検知の工程およびアルコールフラッシ
ュの処理工程を含む洗浄プログラムで洗浄された内視鏡スコープ１６は、保管庫１４に運
ばれて保管される。
【００１５】
　管理装置２０は、内視鏡スコープ１６の使用状況（以下、「ステータス情報」ともよぶ
）を、内視鏡検査の業務フローにしたがって管理する機能をもつ。本明細書において管理
装置２０は、内視鏡スコープ１６を、「検査使用中」、「検査使用済」、「洗浄中」、「
洗浄済」および「保管中」の５つのステータス情報で管理する。
【００１６】
　図２は、内視鏡スコープのステータス遷移図を示す。管理装置２０は、内視鏡スコープ
１６を、「検査使用中」（ＳＴ１）、「検査使用済」（ＳＴ２）、「洗浄中」（ＳＴ３）
、「洗浄済」（ＳＴ４）および「保管中」（ＳＴ５）の５つのステータス情報で管理する
。図２において、管理されるステータスは、矢印の向きで特定される方向への遷移を可能
とする。なお、別の例では、内視鏡スコープ１６を、個々の使用状況を細分化した使用状
況で管理してもよく、また「院外貸出中」や、「故障中」などのステータスを追加して管
理してもよい。
【００１７】
　「検査使用中」は、内視鏡スコープ１６が内視鏡観察装置１０に接続されて、使用され
ている状態を示す。「検査使用済」は、内視鏡検査が終了して、内視鏡スコープ１６が内
視鏡観察装置１０から取り外された状態を示す。「洗浄中」は、内視鏡スコープ１６が洗
浄装置１２の洗浄槽に装着されて、洗浄プログラムが開始されている状態を示す。「洗浄
済」は、内視鏡スコープ１６の洗浄処理が正常終了した状態を示す。「保管中」は、洗浄
された内視鏡スコープ１６が保管庫１４に保管された状態を示す。
【００１８】
　本実施例の内視鏡スコープ１６には、スコープ識別情報（スコープＩＤ）を記録したメ
モリおよびＲＦＩＤ（Radio Frequency IDentification）タグが設けられている。内視鏡
スコープ１６が内視鏡観察装置１０に接続されると、内視鏡観察装置１０が内視鏡スコー
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プ１６のメモリからスコープＩＤを読み出し、管理装置２０に供給する。これにより管理
装置２０は、当該内視鏡スコープ１６のステータスを「検査使用中」に設定する。内視鏡
スコープ１６が内視鏡観察装置１０から取り外されると、内視鏡観察装置１０が管理装置
２０に対して、検査終了を通知する。なお内視鏡観察装置１０は検査終了ボタンを操作さ
れたときに管理装置２０に対して検査終了を通知してもよい。検査終了を通知されると、
管理装置２０は、当該内視鏡スコープ１６のステータスを「検査使用済」に設定する。
【００１９】
　使用済みの内視鏡スコープ１６が、洗浄装置１２が設置されている洗浄室に運ばれ、洗
浄装置１２のＲＦリーダが内視鏡スコープ１６のＲＦＩＤタグからスコープＩＤを読み取
ると、洗浄装置１２は、管理装置２０に、これから洗浄工程を開始する旨を通知する。こ
の通知を、「洗浄スタンバイ通知」と呼ぶ。洗浄スタンバイ通知を受けると、管理装置２
０は、当該内視鏡スコープ１６の洗浄内容を決定して、洗浄装置１２に通知する。洗浄装
置１２が、通知された洗浄プログラムを開始すると、スコープＩＤおよび洗浄開始を管理
装置２０に通知する。これにより管理装置２０は、当該内視鏡スコープ１６のステータス
を「洗浄中」に設定する。洗浄装置１２は洗浄プログラムを正常終了すると、管理装置２
０に対して、洗浄終了を通知する。これにより管理装置２０は、当該内視鏡スコープ１６
のステータスを「洗浄済」に設定する。なお洗浄装置１２は洗浄プログラムを異常終了す
ると、管理装置２０に対して洗浄が異常終了したことを通知する。たとえば洗浄中に医療
従事者により中断ボタンが操作された場合や、洗浄装置１２のシステム異常により自動終
了した場合には、洗浄装置１２が、管理装置２０に対して洗浄の異常終了を通知する。こ
のとき管理装置２０は、当該内視鏡スコープ１６のステータスを「検査使用済」に設定す
る。
【００２０】
　洗浄済みの内視鏡スコープ１６が、保管庫１４に運ばれ、保管庫１４のＲＦリーダが内
視鏡スコープ１６のＲＦＩＤタグからスコープＩＤを読み取ると、保管庫１４がスコープ
ＩＤを管理装置２０に提供する。これにより管理装置２０は、当該内視鏡スコープ１６の
ステータスを「保管中」に設定する。以上のように管理装置２０は、内視鏡スコープ１６
のステータスを管理する。
【００２１】
　図３は、洗浄装置１２の外観構成を示す。洗浄装置１２の上面左側には、ＲＦリーダ４
０が設けられており、医療従事者は、使用済み内視鏡スコープ１６のＲＦＩＤタグをＲＦ
リーダ４０に近づけて、スコープＩＤを読み取らせる。蓋４４を開くと、洗浄槽があり、
医療従事者は、内視鏡スコープ１６を洗浄槽にセットする。表示パネル４２は、タッチパ
ネルを備えたタッチスクリーンとして構成され、医療従事者は、表示パネル４２に表示さ
れるボタンなどを操作できる。表示パネル４２は、管理装置２０から通知されるメッセー
ジを表示してもよい。
【００２２】
　図４は、管理装置２０の機能ブロックを示す。管理装置２０は、検査管理部２２、スコ
ープ管理部２４、洗浄決定部２６、通知部２８、検査情報記憶部３０およびスコープ情報
記憶部３２を備える。検査情報記憶部３０およびスコープ情報記憶部３２は、大容量のＨ
ＤＤ（ハードディスクドライブ）で構成されてもよく、またフラッシュメモリで構成され
てもよい。
【００２３】
　検査管理部２２、スコープ管理部２４、洗浄決定部２６および通知部２８の構成はハー
ドウエア的には、任意のプロセッサ、メモリ、その他のＬＳＩで実現でき、ソフトウエア
的にはメモリにロードされたプログラムなどによって実現されるが、ここではそれらの連
携によって実現される機能ブロックを描いている。したがって、これらの機能ブロックが
ハードウエアのみ、ソフトウエアのみ、またはそれらの組合せによっていろいろな形で実
現できることは、当業者には理解されるところである。
【００２４】
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　検査情報記憶部３０は、内視鏡検査のオーダ情報を記憶する。オーダ情報には、検査日
、検査を特定する検査ＩＤ、患者を特定する患者ＩＤや、実施する検査の種別情報が少な
くとも含まれる。検査種別は、上部内視鏡検査であるか、または下部内視鏡検査であるか
を特定する情報である。内視鏡検査においては、上部内視鏡検査では上部内視鏡スコープ
が使用され、下部内視鏡検査では下部内視鏡スコープが使用されるため、検査種別情報は
、使用するスコープの種類を特定する情報でもある。スコープ情報記憶部３２は、医療施
設内で管理している内視鏡スコープ１６のスコープＩＤと、当該スコープが使用される検
査種別とを対応づけて記憶している。
【００２５】
　検査管理部２２は、医療施設における１日の内視鏡検査業務の開始前に、検査情報記憶
部３０に記憶された当日分のオーダ情報をもとに、検査種別ごとの検査予定数を取得する
。ここで検査予定数を検査種別ごとに取得するのは、検査種別ごとに使用する内視鏡スコ
ープ１６の種類が定められるためであり、検査管理部２２は、当日分の上部内視鏡検査数
と、下部内視鏡検査数を導出して、洗浄決定部２６に渡す。なお、たとえば当日のオーダ
情報に変更があった場合、たとえば予定していた１つの検査がキャンセルとなった場合に
は、そのキャンセルされた時点で、１つの検査がキャンセルとなったことを洗浄決定部２
６に通知する。以下の実施例では、上部内視鏡検査で使用する内視鏡スコープ１６の洗浄
内容を管理する場合を示すが、下部内視鏡検査で使用する内視鏡スコープ１６の洗浄内容
についても同様に管理される。
【００２６】
　スコープ管理部２４は、上部内視鏡検査の内視鏡スコープ１６のステータスを管理する
。検査業務の開始前において、全ての内視鏡スコープ１６は保管庫１４にて保管されてお
り、したがってスコープ管理部２４は、全ての内視鏡スコープ１６のステータスを「保管
中」として管理している。検査の開始前、医療従事者が保管庫１４から内視鏡スコープ１
６を取り出し、検査室に運んで内視鏡観察装置１０に接続すると、内視鏡観察装置１０が
内視鏡スコープ１６のメモリからスコープＩＤを読み出し、管理装置２０に提供する。ス
コープ管理部２４は、内視鏡観察装置１０からスコープＩＤを受け取ると、検査に使用さ
れたことを検出して、当該内視鏡スコープ１６のステータスを「検査使用中」に設定する
。
【００２７】
　洗浄決定部２６は、検査管理部２２から、上部内視鏡検査の１日の検査予定数を取得す
る。ここでは、１日の検査予定数が“１０”であるとする。洗浄決定部２６は、上部内視
鏡検査の予定数と、検査に使用する内視鏡スコープ１６の本数とを用いて、使用した内視
鏡スコープ１６の洗浄内容を決定する。具体的に洗浄決定部２６は、上部内視鏡検査の予
定数から、内視鏡スコープ１６の「残り洗浄数」を導出する。ここで「残り洗浄数」は、
１日の検査業務の終了までの間に、上部内視鏡検査で使用した内視鏡スコープ１６を洗浄
する回数を意味する。１回の検査では、１本の内視鏡スコープ１６が使用されるため、洗
浄する内視鏡スコープ１６の本数は１本となる。したがって検査業務の開始前には、１日
の検査予定数と、１日の残り洗浄数とは等しい。その後、内視鏡スコープ１６が検査で使
用されて、洗浄が行われると、残り洗浄数は“１”デクリメントされる。そのため検査業
務の開始前に洗浄決定部２６が残り洗浄数を“１０”に設定し、それから１本の内視鏡ス
コープ１６が洗浄されると、残り洗浄数を“９”に、さらに１本の内視鏡スコープ１６が
洗浄されると、残り洗浄数を“８”に設定する。残り洗浄数が“０”となれば、未洗浄の
使用済み内視鏡スコープ１６は存在しないことになる。
【００２８】
　洗浄決定部２６は、内視鏡スコープ１６の残り洗浄数を設定すると、設定した残り洗浄
数と、検査に使用する内視鏡スコープ１６の本数との関係をもとに、洗浄内容を決定する
。ここで検査に使用する内視鏡スコープ１６の本数とは、保管庫１４から取り出されて、
内視鏡観察装置１０に接続された内視鏡スコープ１６の本数を意味する。
【００２９】
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　本実施例では、内視鏡スコープ１６に対して、少なくとも２つの洗浄プログラムが用意
される。１つめは、通常の洗浄工程を実施するための「第１プログラム」であり、２つめ
は、通常の洗浄工程に加えて、漏水検知の工程およびアルコールフラッシュの処理工程を
含む「第２プログラム」である。第１プログラムは、洗浄後に検査に再使用される内視鏡
スコープ１６に対して適用される。１日の検査業務中、内視鏡スコープ１６は繰り返し使
用されるものであるため、洗浄時には、第１プログラムが使用されることが多い。一方で
第２プログラムは、その日の使用予定がなくなった内視鏡スコープ１６に対して適用され
る。したがって第２プログラムで洗浄された内視鏡スコープ１６は、その後、検査に使用
されずに、保管庫１４に運ばれて保管されるようになる。
【００３０】
　洗浄決定部２６は、洗浄装置１２において内視鏡スコープ１６を洗浄する際、第１プロ
グラムまたは第２プログラムのいずれを適用するかを決定し、通知部２８が、決定された
プログラムを洗浄装置１２に通知する。本実施例において洗浄決定部２６は、残り洗浄数
が、使用する内視鏡スコープ１６の本数以下（残り洗浄数　≦　使用スコープ数）となっ
た場合に、これから洗浄する内視鏡スコープ１６が、その後の検査に再使用されないこと
を判定して、第２プログラムで洗浄することを決定する。一方、それ以外の場合（残り洗
浄数　＞　使用スコープ数）、洗浄決定部２６は、これから洗浄する内視鏡スコープ１６
が、その後の検査に再使用されることを判定して、第１プログラムで洗浄することを決定
する。
【００３１】
　図５は、管理装置２０による洗浄内容決定処理の詳細を示すフローチャートである。以
下では、上部内視鏡検査で使用する内視鏡スコープ１６の洗浄内容を決定する処理につい
て説明する。
【００３２】
　検査管理部２２が、当日分の上部内視鏡検査の予定数（“１０”）を導出して洗浄決定
部２６に通知する。洗浄決定部２６は、検査予定数を取得すると（Ｓ１０）、残り洗浄数
を、検査予定数と同じ“１０”に設定する（Ｓ１２）。その後、内視鏡スコープ１６が保
管庫１４から取り出されて、内視鏡観察装置１０に接続されると、スコープ管理部２４は
当該内視鏡スコープ１６のステータスを「検査使用中」に設定する。スコープ管理部２４
は、「保管中」以外のステータスが設定された上部用の内視鏡スコープ１６の本数を洗浄
決定部２６に通知し、洗浄決定部２６は、「保管中」以外のスコープ本数を取得する（Ｓ
１４）。「保管中」以外のステータスが設定されている内視鏡スコープ１６は、検査に使
用されるスコープに相当する。
【００３３】
　洗浄決定部２６は、洗浄装置１２から洗浄スタンバイ通知を待機する（Ｓ１６のＮ）。
ここで、３本の内視鏡スコープ１６ａ、１６ｂ、１６ｃが内視鏡観察装置１０ａ、１０ｂ
、１０ｃのいずれかに接続されて、洗浄決定部２６が、検査に使用する内視鏡スコープ１
６の本数を“３”と取得した例について説明する。なお内視鏡スコープ１６ｄは、保管庫
１４に保管されており、ステータスは「保管中」のままである。
【００３４】
　洗浄装置１２のＲＦリーダ４０が使用済み内視鏡スコープ１６のスコープＩＤを読み取
ると、洗浄装置１２が管理装置２０に洗浄スタンバイ通知を送信する。洗浄決定部２６が
、洗浄装置１２から洗浄スタンバイ通知を受け取ると（Ｓ１６のＹ）、（残り洗浄数　＞
　使用スコープ数）の再使用条件が成立するか否かを判定する（Ｓ１８）。この再使用条
件が成立すると（Ｓ１８のＹ）、洗浄決定部２６は、内視鏡スコープ１６が再使用される
ことを判定して、洗浄プログラムとして第１プログラムを設定する（Ｓ２０）。通知部２
８は、第１プログラムが設定されたことを洗浄装置１２に通知し（Ｓ２４）、洗浄装置１
２は、通知された第１プログラムで、洗浄工程を自動実行する。洗浄装置１２は、第１プ
ログラムを開始すると、洗浄開始を管理装置２０に通知し、スコープ管理部２４が洗浄開
始通知を受信すると（Ｓ２６）、洗浄が開始されたことを検出し、洗浄決定部２６が残り
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洗浄数を“１”減らす（Ｓ２８）。したがって、このときの残り洗浄数は、９（＝１０－
１）となる。
【００３５】
　洗浄装置１２において洗浄プログラムが正常に終了すると、洗浄装置１２は管理装置２
０に、洗浄終了を通知する（Ｓ３０のＹ）。一方、洗浄装置１２において洗浄プログラム
が異常終了すると、洗浄装置１２は管理装置２０に、洗浄が異常終了したことを通知する
（Ｓ３０のＮ）。このとき、この内視鏡スコープ１６に対しては、もう一度、洗浄を行う
必要があるため、スコープ管理部２４が、洗浄が異常終了されたことを検出すると、洗浄
決定部２６は、残り洗浄数を“１”増やす（Ｓ３２）。したがって、このときの残り洗浄
数は、１０（＝９＋１）となる。なお、この内視鏡スコープ１６のステータスは「検査使
用済」に設定される。洗浄決定部２６は、残り洗浄数が“０”となっているか否かを判定
し（Ｓ３４）、０になっていなければ（Ｓ３４のＮ）、Ｓ１４に戻る。
【００３６】
　以上のステップを繰り返すと、残り洗浄数は、洗浄が正常終了するたびに“１”ずつ減
っていく。なお予定されていた１つの検査がキャンセルされると、洗浄決定部２６は、内
視鏡スコープ１６を洗浄する回数も１つ減ったことを認識して、残り洗浄数を“１”減ら
す。
【００３７】
　残り洗浄数が“３”となっているときに、内視鏡スコープ１６ａのスコープＩＤが洗浄
装置１２により読み取られて、洗浄決定部２６が洗浄スタンバイ通知を受け取ると（Ｓ１
６のＹ）、残り洗浄数“３”と使用スコープ本数“３”とが等しいため（Ｓ１８のＮ）、
洗浄決定部２６は、再使用条件が成立しないことを判定する。このとき洗浄決定部２６は
、内視鏡スコープ１６ａがこの後の検査に再使用されないことを判定して、洗浄プログラ
ムとして第２プログラムを設定する（Ｓ２２）。通知部２８は、第２プログラムが設定さ
れたことを洗浄装置１２に通知し（Ｓ２４）、洗浄装置１２は、通知された第２プログラ
ムで、洗浄工程を自動実行する。洗浄装置１２は、第２プログラムを開始すると、洗浄開
始を管理装置２０に通知し、スコープ管理部２４が、洗浄開始通知を受信すると（Ｓ２６
）、洗浄決定部２６が、残り洗浄数を“１”減らす（Ｓ２８）。したがって、このときの
残り洗浄数は、２（＝３－１）となる。
【００３８】
　残り洗浄数が“２”となっているときに、内視鏡スコープ１６ｂのスコープＩＤが洗浄
装置１２により読み取られて、洗浄決定部２６が洗浄スタンバイ通知を受け取ると（Ｓ１
６のＹ）、残り洗浄数（“２”）＜使用スコープ本数（“３”）となるため（Ｓ１８のＮ
）、洗浄決定部２６は、再使用条件が成立しないことを判定する。なお、第２プログラム
で洗浄された内視鏡スコープ１６ａが、既に保管庫１４に保管されており、スコープ管理
部２４が、使用スコープ本数“２（＝３－１）”を洗浄決定部２６に通知している場合に
おいても、残り洗浄数（“２”）＝使用スコープ本数（“２”）となるため（Ｓ１８のＮ
）、洗浄決定部２６は、再使用条件が成立しないことを判定する。このように本実施例で
は、スコープ管理部２４が洗浄開始通知を受け取ると、洗浄決定部２６が残り洗浄数を“
１”減らすために、再使用条件が一度不成立となると、その後は、検査が増えるような特
殊なケースでない限りにおいて、再使用条件の不成立が維持されることになる。
【００３９】
　洗浄決定部２６は、再使用条件の不成立により、内視鏡スコープ１６ｂがこの後の検査
に再使用されないことを判定して、洗浄プログラムとして第２プログラムを設定する（Ｓ
２２）。通知部２８は、第２プログラムが設定されたことを洗浄装置１２に通知し（Ｓ２
４）、洗浄装置１２は、通知された第２プログラムで、洗浄工程を自動実行する。洗浄装
置１２は、第２プログラムを開始すると、洗浄開始を管理装置２０に通知し、スコープ管
理部２４が洗浄開始通知を受信すると（Ｓ２６）、洗浄決定部２６が残り洗浄数を“１”
減らす（Ｓ２８）。したがって、残り洗浄数は、１（＝２－１）となる。
【００４０】
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　それから内視鏡スコープ１６ｃのスコープＩＤが洗浄装置１２により読み取られて、洗
浄決定部２６が洗浄スタンバイ通知を受け取ると（Ｓ１６のＹ）、洗浄決定部２６は、再
使用条件が不成立であることを判定し、内視鏡スコープ１６ｃがこの後の検査に再使用さ
れないことを判定して、洗浄プログラムとして第２プログラムを設定する（Ｓ２２）。通
知部２８は、第２プログラムが設定されたことを洗浄装置１２に通知し（Ｓ２４）、洗浄
装置１２は、通知された第２プログラムで、洗浄工程を自動実行する。洗浄装置１２は、
第２プログラムを開始すると、洗浄開始を管理装置２０に通知し、スコープ管理部２４が
洗浄開始通知を受信すると（Ｓ２６）、洗浄決定部２６が残り洗浄数を“１”減らす（Ｓ
２８）。したがって、残り洗浄数は、０（＝１－１）となる。
【００４１】
　このように、本アルゴリズムを利用すると、内視鏡スコープ１６のそれぞれにスケジュ
ール情報を設定することなく、残り洗浄数と、使用するスコープ本数との比較によって、
これから洗浄する内視鏡スコープ１６が、洗浄後に再使用されるものであるのか、そうで
ないのかを判断することができる。
【００４２】
　最後の内視鏡スコープ１６ｃの洗浄が正常終了すると（Ｓ３０のＹ）、洗浄決定部２６
は、残り洗浄数が０になったことを判定し（Ｓ３４のＹ）、このフローを終了する。
【００４３】
　以上、本発明を実施例をもとに説明した。この実施例は例示であり、それらの各構成要
素や各処理プロセスの組合せにいろいろな変形例が可能なこと、またそうした変形例も本
発明の範囲にあることは当業者に理解されるところである。
【００４４】
　実施例においては、洗浄決定部２６が設定したプログラムが、洗浄装置１２において自
動実行されることを説明したが、通知部２８は、洗浄決定部２６が設定したプログラムを
知らせるメッセージを洗浄装置１２に通知してもよい。
【００４５】
　図６は、洗浄装置１２の表示パネル４２に表示されるメッセージ例を示す。表示パネル
４２には、第１プログラムを選択するボタン４６ａと、第２プログラムを選択するボタン
４６ｂとが操作可能に表示されている。メッセージ領域４８には、洗浄決定部２６により
設定されたプログラムに関するメッセージが表示される。図６に示すメッセージには、第
２プログラムが設定されたことを示す情報が含まれている。医療従事者は、メッセージ領
域４８に表示されるメッセージをみることで、自分で判断する必要なくボタン４６ｂを操
作して、第２プログラムを選択できる。なお洗浄決定部２６が第１プログラムを設定した
場合には、たとえば「このスコープは、後の検査で再使用します。第１プログラムを選択
して洗浄してください。」というメッセージが通知部２８から通知されて、メッセージ領
域４８に表示されてもよい。
【符号の説明】
【００４６】
１・・・内視鏡洗浄システム、２・・・ネットワーク、１０・・・内視鏡観察装置、１２
・・・洗浄装置、１４・・・保管庫、１６・・・内視鏡スコープ、２０・・・管理装置、
２２・・・検査管理部、２４・・・スコープ管理部、２６・・・洗浄決定部、２８・・・
通知部、３０・・・検査情報記憶部、３２・・・スコープ情報記憶部、４０・・・ＲＦリ
ーダ、４２・・・表示パネル、４４・・・蓋、４６・・・ボタン。
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